別添２
評価項目及び評価基準
１　評価点
令和６年度庶務事務システム更新業務プロポーザル審査委員会（以下「審査委員会」という。）は、以下の表１、表２の区分ごとに、業務提案事業者の業務提案書等を審査し、表３のランクを決定する。
　　第一次審査は、表１（第一次審査評価内容）の各評価項目の配点に、表３のランクごとの評価係数を乗じて得点を算出する。
第二次審査は、表２（第二次審査評価内容）の各評価項目の配点に、表３のランクごとの評価係数を乗じて得点を算出し、第一次審査の得点と合計したものを業務提案事業者の評価点とする。
表１（第一次審査評価内容）
	評価項目
	評価基準
	配点

	本業務の実施方針
	本業務の趣旨は理解できているか
	１０

	会社概要
	総合的な企画力及び安定的な経営能力があるか
	１０

	
	本業務に必要な人員体制となっているか
	

	稼働実績
	システムの稼働実績が示されているか
	１０

	
	導入実績がある従業員が配置されているか
	

	スケジュール案
	提案されたスケジュール案では、工程期間、作業内容とその役割分担等が提示されているか
	１０

	システム構成
	システムの基本的な構成が示されているか
	２０

	
	セキュリティ対策の記載があるか
	

	
	職員の業務効率化・事務負担軽減につながる機能があるか
	

	
	コスト低減につながる工夫が記載されているか
	

	導入に係る作業
	導入に向けた支援が記載されているか
	１５

	
	運用テスト（プレ稼働）について具体的な記載があるか
	

	
	運用に支障が出ないよう、適切な時期に研修が企画されているか
	

	機能概要
（様式第８号）
	機能要件に対して、実現可能で的確な実施手法が提案されているか
	３０

	人事・給与システムとの連携
	人事・給与システムとの連携やデータ取込の操作性は容易なものであるか。
	２５

	運用、保守体制
	本市実情に合わせた運用・保守体制について十分な体制が整っているか
	２０

	
	サービス提供時間、定期保守体制や運用・保守支援内容について提示されているか
	

	
	データバックアップ方法及びバージョンアップなどへの対応は提示されているか
	

	
	緊急事態（機器又はシステムに障害が発生した場合）の保守体制が提示されているか
	

	
	災害発生時の対応が提示されているか
	

	追加提案
	本市が要求している事項以外に、本市にとって有益な提示がされているか
	２０

	見積書提案
	配点×全体の最低提案価格÷当該提案額
（小数点第2位を四捨五入）
	３０

	合計
	２００


表２（第二次審査評価内容）
	評価項目
	評価基準
	配点

	システム構成
	各機能への画面遷移は見やすいものであるか
	６０

	
	職員が理解・操作しやすいメニュー構成であるか
	

	
	画面展開やデータ抽出等のレスポンスが良いか
	

	
	利用者権限や所属に応じた機能制御が可能か
	

	
	必要な帳票が容易に印刷可能か
	

	
	電子決裁の操作が容易にできるか
	

	入力支援機能
	利用者ごとに頻繁に利用する機能のカスタマイズが可能か
	４０

	
	入力必須項目が一目で判断できるか
	

	
	入力が容易にできるような補助機能があるか
	

	
	入力内容のチェックが行われ不備がある際はエラーが表示されるか
	

	合計
	１００


２　評価点の算出方法
評価点の算出は、評価項目ごとの配点に、審査委員会委員が評価した評価ランクに準じた係数を乗じて算出する。
表３（評価ランク及び評価係数）

	ランク
	評価
	評価係数

	Ａ
	特に優れている
	１．０

	Ｂ
	優れている
	０．８

	Ｃ
	標準である
	０．６

	Ｄ
	やや劣る
	０．４

	Ｅ
	劣る
	０．２

	Ｆ
	記載なし
	０．０
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